
- 1 - 

 

渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環境の保護に関する日本国政府とオースト

ラリア政府との間の協定（昭和56年４月30日号外 条約第３号） 

改正 昭和60年３月18日外務省告示第63号 

平成21年１月16日外務省告示第１号 

 

渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環境の保護に関する日本国政府とオース

トラリア政府との間の協定をここに公布する。 

 

渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環境の保護に関する日本国政府とオースト

ラリア政府との間の協定 

 

 日本国政府及びオーストラリア政府は、 

 鳥類が自然環境の重要な要素の一つであり、自然環境を豊かにする上で欠くことのでき

ない役割を果たしていること及び適切な管理によつてこの役割を増大することができるこ

とを考慮し、 

 渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の保護に関して特別の国際的関心が国際連合人間環

境会議等において表明されていることを認識し、 

 渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の保護に関する２国間及び多数国間協定の存在に留

意し、 

 鳥類の多くの種が日本国とオーストラリアとの間を渡り、それぞれの国に季節的に生息

していること、鳥類のうちには絶滅のおそれのある種があること、及びこれらの鳥類の保

全のためには両政府間の協力が欠くことのできないものであることを考慮し、また、 

 渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の管理及び保護並びにその環境の管理及び保護のた

めに措置をとることについて協力することを希望して、 

 次のとおり協定した。 

 

第１条 

１ この協定において、「渡り鳥」とは、次のものをいう。 

（ａ）足輪その他の標識の回収により両国間における渡りについて信頼し得る証拠のある

鳥類の種 

（ｂ）その亜種が両国にともに生息する鳥類の種及び亜種が存在しない種については両国

にともに生息する鳥類の種（渡りをしないことが生物学的に明らかなものを除く。）

これらの種及び亜種の確認は、標本、写真又はその他の信頼し得る証拠に基づいて行

う。 

２（ａ）１の規定に従つて渡り鳥とされた種は、この協定の付表に掲げるとおりとする。 

（ｂ）両政府の権威ある当局は、随時付表を検討し、必要があるときは、それぞれの政府

に対し、付表を改正するよう勧告する。 
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（ｃ）付表は、両政府が当該勧告のそれぞれの受諾を外交上の公文の交換によって確認し

た日の後３箇月で、改正されたものとみなされる。 

 

第２条 

１ 各政府は、渡り鳥の捕獲及びその卵の採取を禁止するものとする。ただし、次の場合

における捕獲及び採取については、それぞれの国の法令により、捕獲及び採取の禁止に

対する例外を認めることができる。 

（ａ）科学、教育若しくは繁殖のため又はこの協定の目的に反しないその他の特定の目的

のため 

（ｂ）人命及び財産を保護するため 

（ｃ）３の規定に従つて設定される狩猟期間中 

（ｄ）自己の食料若しくは衣料用として又は文化的目的のため特定の鳥類の狩猟又はその

卵の採取を伝統的に行つている特定の地域の住民がそのような狩猟又は採取を行うこ

とを許すため。ただし、それぞれの種の生息数が最適の数に維持され、かつ、それら

の種の適切な保存が妨げられないことを条件とする。 

２ 各政府は、渡り鳥若しくはその卵（生死の別を問わないものとし、１の第２文の規定

に従つて捕獲され又は採取されたものを除く。）又はそれらの加工品若しくは一部分の

販売、購入及び交換を禁止するものとする。 

３ 各政府は、渡り鳥の毎年の正常な再生産の維持を考慮に入れて、渡り鳥の狩猟期間を

設定することができる。 

 

第３条 

１ 各政府は、絶滅のおそれのある鳥類の種又は亜種の保存のため、適当な場合には、特

別の保護措置をとる。 

２ いずれか一方の政府が絶滅のおそれのある鳥類の種又は亜種を決定し、その特別の保

護措置をとつた場合には、当該一方の政府は、他方の政府に対してその決定（その後に

おけるその決定の取消しを含む。）を通報する。 

３ 各政府は、２の規定によつて決定された鳥類の種若しくは亜種又はそれらの加工品の

輸出又は輸入を規制する。 

 

第４条 

１ 両政府は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の研究に関する資料及び刊行物を交換

する。 

２ 両政府は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の共同研究計画の作成を奨励する。 

３ 両政府は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類の保存を奨励する。 

 

第５条 
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 各政府は、渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環境の管理及び保護のために

保護区その他の施設を設けるように努める。 

 

第６条 

 各政府は、この協定に基づいて保護される鳥類の環境を保全しかつ改善するため、適当

な措置をとるように努める。各政府は、特に、 

（ａ）これらの鳥類及びその環境に係る被害を防止するための方法を探求し、 

（ｂ）これらの鳥類の保存にとつて有害であると認める動植物の輸入を規制するために必

要な措置をとるように努め、及び、 

（ｃ）特異な環境を有する島の生態系を乱すおそれのある動植物のその島への持込みを規

制するために必要な措置をとるように努める。 

 

第７条 

 各政府は、この協定の目的を達成するために必要な措置をとることに同意する。 

 

第８条 

 両政府は、いずれか一方の政府の要請があつたときは、この協定の実施について協議す

る。 

 

第９条 

１ この協定は、批准されなければならない。批准書は、できる限り速やかにキャンベラ

で交換されるものとする。 

２ この協定は、批准書の交換の日に効力を生ずる。この協定は、15年間効力を有するも

のとし、その後は、この条に定めるところによつて終了するまで効力を存続する。 

３ いずれか一方の政府も、１年前に書面による予告を与えることにより、最初の15年の

期間の終わりに又はその後いつでもこの協定を終了させることができる。 

 

 以上の証拠として、下名は、それぞれの政府から正当に委任を受けて、この協定に署名

した。 

 

 1974年２月６日に東京で、ひとしく正文である日本語及び英語により本書２通を作成し

た。 

 

 日本国政府のために 

  大平 正芳 

オーストラリア政府のために 

Ｄ・Ｊ・ホーン 
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付表 

（標準和名） （学名） 

１ わたりあほうどり ディオメデア エクスランス 

２ はじろみずなぎどり プテロドロマ ソランドリ 

３ おおみずなぎどり カロネクトリス レウコメラス 

４ おながみずなぎどり プフィヌス パキフィクス 

５ あかあしみずなぎどり プフィヌス カルネイペス 

６ はいいろみずなぎどり プフィヌス グリセウス 

７ はしぼそみずなぎどり プフィヌス テヌイロストリス 

８ あしながうみつばめ オケアニテス オケアニテス 

９ こしじろうみつばめ オケアノドロマ レウコロア 

10 しらおねったいちょう ファエトン レプトゥルス 

11 かつおどり スラ レウコガステル 

12 あおつらかつおどり スラ ダクテュラトラ 

13 あかあしかつおどり スラ スラ 

14 おおぐんかんどり フレガタ ミノル 

15 こぐんかんどり フレガタ アリエル 

16 あまさぎ ブブルクス イビス（アルデア イビス） 

17 だいさぎ エグレタ アルバ（アルデア アルバ） 

18 はしびろがも アナス クリュペアタ 

19 しまあじ アナス ケルケドゥラ 

20 はじろこちどり カラドリウス ヒアティクラ 

21 めだいちどり カラドリウス モンゴルス 

22 おおめだいちどり カラドリウス レスケナウルティイ 

23 おおちどり カラドリウス ヴエレドゥス（カラドリウス アスィアティクス ヴェ

レドゥス） 

24 むなぐろ プルヴィアリス フルヴァ 

25 だいぜん プルヴィアリス スカタロラ 

26 きょうじょしぎ アレナリア インテルプレス 

27 ひめはましぎ カリドリス マウリ 

28 とうねん カリドリス ルフィコルリス 

29 ひばりしぎ カリドリス スブミヌタ 

30 ひめうずらしぎ カリドリス バイルディイ 

31 あめりかうずらしぎ カリドリス メラノトス 

32 うずらしぎ カリドリス アクミナタ 

33 さるはましぎ カリドリス フェルルギネア 
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34 こおばしぎ カリドリス カヌトゥス 

35 おばしぎ カリドリス テヌイロストリス 

36 みゆびしぎ クロケティア アルバ（カリドリス アルバ） 

37 えりまきしぎ フィロマクス プグナクス 

38 こもんしぎ トリュンギテス スブルフィコルリス 

39 きりあい リミコラ ファルキネルルス 

40 しべりあおおはししぎ リムノドロムス セミパルマトゥス 

41 こあおあししぎ トリンガ スタグナティリス 

42 あおあししぎ トリンガ ネブラリア 

43 たかぶしぎ トリンガ グラレオラ 

44 きあししぎ ヘテロスケルス ブレヴィペス 

45 めりけんきあししぎ ヘテロスケルス インカヌス 

46 いそしぎ アクティティス ヒュポレウコス 

47 そりはししぎ クセヌス キネレウス 

48 おぐろしぎ リモサ リモサ 

49 おおそりはししぎ リモサ ラポニカ 

50 ほうろくしぎ ヌメニウス マダガスカリエンスィス 

51 ちゅうしゃくしぎ ヌメニウス ファイオプス 

52 こしゃくしぎ ヌメニウス ミヌトゥス 

53 はりおしぎ ガルリナゴ ステヌラ 

54 ちゅうじしぎ ガルリナゴ メガラ 

55 おおじしぎ ガルリナゴ ハルドウィキイ 

56 はいいろひれあししぎ ファラロプス フリカリウス（ファラロプス フリカ

リア） 

57 あかえりひれあししぎ ファラロプス ロバトゥス 

58 つばめちどり グラレオラ マルデイヴァルム 

59 おおとうぞくかもめ カタラクタ マッコルミッキ 

60 とうぞくかもめ ステルコラリウス ポマリヌス 

61 くろとうぞくかもめ ステルコラリウス パラスィティクス 

62 しろはらとうぞくかもめ ステルコラリウス ロンギカウドゥス 

63 はじろくろはらあじさし クリドニアス レウコプテルス 

64 はしぐろくろはらあじさし クリドニアス ニゲル 

65 おにあじさし ステルナ カスピア（ヒドロプログネ カスピア） 

66 あじさし ステルナ ヒルンド 

67 べにあじさし ステルナ ドウガルリイ 

68 えりぐろあじさし ステルナ スマトラナ 

69 まみじろあじさし ステルナ アナイテトゥス 
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70 こあじさし ステルナ アルビフロンス 

71 くろあじさし アノウス ストリドゥス 

72 つつどり ククルス サトゥラトゥス 

73 はりおあまつばめ ヒルンダプス カウダクトゥス 

74 あまつばめ アプス パキフィクス 

75 はちくい メロプス オルナトゥス 

76 つばめ ヒルンド ルスティカ 

77 つめながせきれい モタキルラ フラヴァ 

 

 （英文は省略） 

 

 

渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環境の保護に関する日本国政府とオースト

ラリア政府との間の協定の効力の発生（昭和56年４月30日号外 外務省告示第 153 号） 

 

昭和49年２月６日に東京で署名された渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにその環

境の保護に関する日本国政府とオーストラリア政府との間の協定の批准書の交換は、昭和

56年４月30日にキャンベラで行われた。よつて、同協定は、その第９条２の規定に従い、

同日に効力を生じた。 

 なお、同協定とともに作成されたパプア・ニューギニアへの適用に関する交換条文は、

オーストラリアの施政の下にあつたパプア・ニューギニアが昭和50年９月16日に独立した

ことにより、対象を欠くものとなり、適用するに由なくなつている。 


